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(57)【要約】
【課題】車両の利用シーンに応じて、提供する情報を変
更することが可能な車両用情報提供装置を提供すること
。
【解決手段】車両の走行履歴を記憶する走行履歴蓄積部
と、前記車両のユーザの生活エリアを設定する生活エリ
ア設定部と、前記走行履歴蓄積部に記憶された走行履歴
に基づき前記車両の利用パターンを分析すると共に、前
記分析に基づき、時間帯と曜日を含む時間要素、出発地
、目的地、及び走行経路を含む前記車両の利用状態に対
応して、層別した前記車両の所定の利用シーンを割り当
てる利用パターン分析部と、前記車両のユーザに情報提
供を行う情報提供部であって、前記車両が前記生活エリ
ア内に存在するか否か、及び、前記利用パターン分析部
により割り当てられた前記所定の利用シーンに基づき、
提供する情報を変更する情報提供部を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の走行履歴を記憶する走行履歴蓄積部と、
　前記車両のユーザの生活エリアを設定する生活エリア設定部と
　前記走行履歴蓄積部に記憶された走行履歴に基づき前記車両の利用パターンを分析する
と共に、前記分析に基づき、時間帯と曜日を含む時間要素、出発地、目的地、及び走行経
路を含む前記車両の利用状態に対応して、層別した前記車両の所定の利用シーンを割り当
てる利用パターン分析部と、
　前記車両のユーザに情報提供を行う情報提供部であって、前記車両が前記生活エリア内
に存在するか否か、及び、前記利用パターン分析部により割り当てられた前記所定の利用
シーンに基づき、提供する情報を変更する情報提供部を備える、
　車両用情報提供装置。
【請求項２】
　前記走行履歴蓄積部に記憶された走行履歴に基づいて、前記車両が過去に向かった目的
地を抽出する目的地抽出部を備え、
　前記生活エリア設定部は、
　前記車両のユーザの自宅位置、前記目的地抽出部により抽出された目的地、及び、当該
目的地に至るまでに走行した走行経路に基づき、前記生活エリアを設定する、
　請求項１に記載の車両用情報提供装置。
【請求項３】
　前記走行履歴蓄積部に記憶された走行履歴に基づき、前記自宅位置を抽出する自宅位置
抽出部であって、前記目的地抽出部により抽出された各目的地における前記車両の駐車時
間と前記目的地抽出部により抽出された各目的地への到達回数に基づき、前記目的地抽出
部により抽出された目的地の中から前記自宅位置を抽出する自宅位置抽出部を備える、
　請求項２に記載の車両用情報提供装置。
【請求項４】
　前記情報提供部は、
　前記車両が前記生活エリア内に存在し、かつ、前記利用パターン分析部により前記所定
の利用シーンとして、ユーザの通勤又は通学中に対応する利用シーンが割り当てられた場
合、前記提供する情報に広告情報を含めない、
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の車両用情報提供装置。
【請求項５】
　前記情報提供部は、
　前記車両が前記生活エリア内に存在し、かつ、前記利用パターン分析部により前記所定
の利用シーンとして、ユーザの自由時間での利用に対応する利用シーンが割り当てられた
場合、前記提供する情報におけるお得情報の優先度を引き上げる、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の車両用情報提供装置。
【請求項６】
　前記情報提供部は、
　前記車両が前記生活エリア外に存在する場合、前記提供する情報における観光情報の優
先度を引き上げる、
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の車両用情報提供装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置や音声出力装置を用いて、車両のユーザ（搭乗者）に情報提供を行
う車両用情報提供装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両がユーザの生活エリア内に存在するか否かに応じて、車載装置に配信する情
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報を変更する情報配信システムが知られている（例えば、特許文献１）。これにより、車
両がユーザの生活エリア内に存在するか否かに応じて、車載装置により車両のユーザに提
供される情報が変更される。
【０００３】
　特許文献１では、車載装置がユーザの生活エリアに存在する場合は、季節情報（走行中
のエリア付近のバーゲン情報等）を提供し、生活エリア外に存在する場合は、観光情報を
提供することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０２２７５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、車載装置がユーザの生活エリアに存在する場合は、提
供される情報が変更されないため、車両の利用シーンによっては問題が生じるおそれがあ
る。
【０００６】
　例えば、特許文献１では、車載装置がユーザの生活エリアに存在する場合は、バーゲン
情報等が提供されるが、ユーザが通勤のために車両を利用している場面では、バーゲン情
報等は、ユーザにとって必要のない情報であるおそれがある。また、不必要な情報が配信
され、自動的にユーザに提供されることによりユーザに煩わしさを与えるおそれがある。
【０００７】
　そこで、上記問題に鑑み、車両の利用シーンに応じて、提供する情報を変更することが
可能な車両用情報提供装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の問題を解決するため、一実施形態において、車両用情報提供装置は、
　車両の走行履歴を記憶する走行履歴蓄積部と、
　前記車両のユーザの生活エリアを設定する生活エリア設定部と
　前記走行履歴蓄積部に記憶された走行履歴に基づき前記車両の利用パターンを分析する
と共に、前記分析に基づき、時間帯と曜日を含む時間要素、出発地、目的地、及び走行経
路を含む前記車両の利用状態に対応して、層別した前記車両の所定の利用シーンを割り当
てる利用パターン分析部と、
　前記車両のユーザに情報提供を行う情報提供部であって、前記車両が前記生活エリア内
に存在するか否か、及び、前記利用パターン分析部により割り当てられた前記所定の利用
シーンに基づき、提供する情報を変更する情報提供部を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　上記実施形態により、車両の利用シーンに応じて、提供する情報を変更することが可能
な車両用情報提供装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態に係る情報提供装置を含む情報配信システムの構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図２】ディスプレイにおすすめ情報が表示される態様を表す図である。
【図３】情報提供装置（学習処理部）による車両のユーザの自宅位置を抽出（推定）する
処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　以下、図面を参照して発明を実施するための形態について説明する。
【００１２】
　図１は、本実施形態に係る情報提供装置１０を含む情報配信システム１の構成の一例を
示すブロック図である。
【００１３】
　本実施形態に係る情報提供装置１０は、後述する車両１００、情報センタ２００に跨っ
て情報配信システム１に実装され、車両１００の走行履歴に基づき車両１００の利用パタ
ーンを分析すると共に、分析結果に基づき車両１００のユーザに提供する情報を変更する
。
【００１４】
　情報配信システム１は、複数の車両１００と情報センタ２００等を含んで構成され、情
報センタ２００から各車両１００への情報配信を行うことにより、車載機１１０を介した
車両１００のユーザへの情報提供を実行する。特に、本実施形態に係る情報配信システム
１では、情報センタ２００が車両１００のユーザにとって有益と考えられるおすすめ情報
を自動的に車両１００へ配信する。以下の説明では、簡単のため、１台の車両１００と情
報センタ２００との関係を中心に説明を行う。
【００１５】
　なお、「おすすめ情報」は、広告情報、お得情報（限定商品・サービス情報、バーゲン
情報、無料・割引情報、各種キャンペーン情報等）、観光情報（観光スポット情報（例え
ば、走行中の地域の観光スポット、名所等）、ホテル・宿情報等）、レジャー情報（レジ
ャー施設情報、アミューズメント施設情報等）、ニュース等を含んでよい。
【００１６】
　車両１００は、情報センタ２００から配信される情報に基づき具体的にユーザへの情報
提供を実行する車載機１１０とＡＣＣ（アクセサリ）スイッチ１２０等を含んで構成され
る。
【００１７】
　車載機１１０は、例えば、携帯電話網等の無線ネットワークを介して、情報センタ２０
０と双方向に通信可能に構成され、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）受信機１１１、ＥＣＵ１１２、記憶部１１３、操作入力部１１４、ディスプ
レイ１１５、音声出力部１１６等を含む。
【００１８】
　ＧＰＳ受信機１１１は、車両１００の位置を検出する位置検出手段である。ＧＰＳ受信
機１１１は、上空にある数個（例えば、４個）のＧＰＳ衛星から受信したＧＰＳ信号に基
づき、車両１００の位置（経度、緯度）を算出し、ＥＣＵ１１２に送信する。
【００１９】
　ＥＣＵ１１２は、車載機１１０における主たる制御手段であり、例えば、マイクロコン
ピュータ等により構成され、ＲＯＭに格納されたプログラムをＣＰＵ上で実行することに
より各種制御処理を実行してよい。例えば、ＥＣＵ１１２は、後述する地図情報格納部１
１３ａに記憶された地図情報に基づき、ＧＰＳ受信機１１１により算出された車両１００
の現在位置付近の地図（画面）をディスプレイ１１５に表示させる処理を実行する。また
、ＥＣＵ１１２は、情報センタ２００から配信されたおすすめ情報をディスプレイ１１５
に表示させる処理（ディスプレイ１１５への表示によりおすすめ情報を車両１００のユー
ザに提供する処理）を実行する。併せて、ＥＣＵ１１２は、情報センタ２００から配信さ
れたおすすめ情報を音声出力部１１６からの音声出力により提供する処理を実行してよい
。
【００２０】
　なお、おすすめ情報のディスプレイ１１５への表示方法は、例えば、文字のみによる方
法であってもよいし、写真等の画像（動画含む）による方法であってもよいし、両方を含
むものであってもよい。
【００２１】
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　図２は、ディスプレイ１１５におすすめ情報が表示される態様を表す図である。図２（
ａ）は、車両１００の走行中におけるディスプレイ１１５の画面表示の一例を示す図であ
り、図２（ｂ）は、車両１００の停車中におけるディスプレイ１１５の画面表示の一例を
示す図である。
【００２２】
　なお、図２（ａ）、（ｂ）の何れの場合も既に車載機１１０が情報センタ２００から配
信されたおすすめ情報を受信済である。
【００２３】
　図２（ａ）を参照するに、車両１００が走行している場合、ディスプレイ１１５には、
現在走行中のエリアの地図画面上に車両１００の現在位置を示す矢印形状の図形が示され
、おすすめ情報は表示されない。
【００２４】
　一方、図２（ｂ）を参照するに、車両１００が信号等により停車中の場合、ディスプレ
イ１１５には、地図にオーバーレイしておすすめ情報ＰＶが画面の右側領域に表示される
。
【００２５】
　このように、おすすめ情報は、車両１００の停車中にディスプレイ１１５に表示され、
車両１００のユーザによる運転に支障が出ないようにしている。
【００２６】
　なお、図２（ａ）に示すとおり、車両１００の走行中において、おすすめ情報はディス
プレイ１１５に表示されないが、音声出力部１１６からの音声出力によるおすすめ情報の
提供は、車両１００の走行中に行われてもよい。
【００２７】
　また、ＥＣＵ１１２は、車両１００が情報センタ２００からおすすめ情報を受信後、所
定期間経過すると、ディスプレイ１１５への当該おすすめ情報の表示を停止してよい。ま
た、ＥＣＵ１１２は、おすすめ情報の種類、鮮度等に応じて、ディスプレイ１１５へのお
すすめ情報の表示を停止するタイミングを変更してよい。例えば、おすすめ情報が現在走
行中のエリアの施設に関する情報であれば、当該施設からの距離が所定以上離れた時点で
、当該おすすめ情報の表示を停止してよい。
【００２８】
　また、ＥＣＵ１１２は、車両１００の走行履歴情報（車両１００の各トリップにおける
走行状態に関する情報）を走行履歴格納部１１３ｂに格納する（記憶させる）処理を実行
する。例えば、ＥＣＵ１１２は、所定時間毎に、ＧＰＳ受信機１１１から受信した車両１
００の位置情報（走行位置情報）をその時点の時刻と関連付けて、走行履歴格納部１１３
ｂに格納する（記憶させる）。また、ＥＣＵ１１２は、車両１００の駐車位置として、Ａ
ＣＣ－ＯＮ時点及びＡＣＣ－ＯＦＦ時点の車両１００の位置（ＡＣＣ－ＯＮ位置、ＡＣＣ
－ＯＦＦ位置）を各時点の時刻と関連付けて、走行履歴格納部１１３ｂに格納する（記憶
させる）。
【００２９】
　なお、「トリップ」とは、車両１００が駐車位置から出発し、次の駐車位置に駐車され
るまでの走行行程を意味し、本実施形態では、ＡＣＣスイッチ１２０がＯＮ（ＡＣＣ－Ｏ
Ｎ）されて、ＡＣＣスイッチ１２０がＯＦＦ（ＡＣＣ－ＯＦＦ）されるまでの走行行程を
指す。
【００３０】
　また、ＥＣＵ１１２は、所定のタイミングにおいて、走行履歴格納部１１３ｂに格納さ
れた車両１００の走行履歴情報（車両１００の走行位置情報、ＡＣＣ－ＯＮ位置情報、Ａ
ＣＣ－ＯＦＦ位置情報等）を情報センタ２００に送信する処理を実行する。例えば、ＥＣ
Ｕ１１２は、車両１００がＡＣＣ－ＯＮされた際に、走行履歴格納部１１３ｂに格納され
た車両１００の走行履歴情報を送信してよい。
【００３１】
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　なお、ＥＣＵ１１２は、情報センタ２００が何れの車両１００から送信された車両履歴
情報であるかを判断するため、例えば、車載機１１０に固有のＩＤを走行履歴情報に含め
て送信する。また、走行履歴情報には、車両１００の走行位置情報、ＡＣＣ－ＯＮ位置情
報、ＡＣＣ－ＯＦＦ位置情報に加えて、例えば、車速情報等、車両１００の走行状態に関
する他の情報等が含まれてよい。また、ＡＣＣ－ＯＮ位置情報及びＡＣＣ－ＯＦＦ位置情
報は、車両１００の駐車位置を表す情報の一例であり、他の情報（例えば、運転者がシー
トに着座しているか否かを検出する乗員センサの出力情報）であってもよい。
【００３２】
　記憶部１１３は、不揮発性の記憶手段であり、地図情報格納部１１３ａ、走行履歴格納
部１１３ｂ等を含む。
【００３３】
　地図情報格納部１１３ａは、地図情報等を格納（記憶）する。
【００３４】
　なお、地図情報は、リンクの位置情報、リンクの道路種別（高速道路、一般道、細街路
等の別）情報、ノード（リンク間の接点）の位置情報、ノードの種別情報、ノードとリン
クとの接続関係の情報等を含んでよい。また、「リンク」は、地図上の道路を所定のルー
ルにより細分化した区間を意味し、例えば、各信号間の区間や各分岐点（交差点）間の区
間等であってよい。また、各リンクは、対応する番号が付されることにより管理されてよ
い。
【００３５】
　走行履歴格納部１１３ｂは、車両１００の走行履歴情報（車両１００の各トリップにお
ける走行状態に関する情報）を格納（記憶）する。
【００３６】
　なお、走行履歴格納部１１３ｂに格納される走行履歴情報は、ＥＣＵ１１２による情報
センタ２００への走行履歴情報の送信が完了する度に削除されてよい。
【００３７】
　なお、地図情報格納部１１３ａ、走行履歴格納部１１３ｂのいずれか一方は、記憶部１
１３と異なる他の記憶手段に含まれてよい。
【００３８】
　操作入力部１１４は、車両１００のユーザが車載機１１０を操作するための操作手段で
あり、例えば、機械式のボタン、ジョイスティック、タッチパッド（タッチパネル含む）
等であってよい。車両１００のユーザは、操作入力部１１４からの操作入力によりディス
プレイ１１５に表示されたおすすめ情報に含まれる施設に関するＰＯＩ情報を閲覧したり
、施設自体を目的地として選択し、車載機１１０に経路案内を実行させたりしてよい。
【００３９】
　ディスプレイ１１５は、ＥＣＵ１１２からの指令に基づき、所定の画像を表示する表示
手段である。また、ディスプレイ１１５は、操作入力部１１４からの操作入力の内容やＥ
ＣＵ１１２による制御処理の結果を所定の画像として出力する出力手段である。
【００４０】
　なお、ディスプレイ１１５に表示される画像（画面）は、ＥＣＵ１１２からの指令に基
づき、ディスプレイ１１５内の処理装置により生成されてもよいし、ＥＣＵ１１２内で生
成されて、ディスプレイ１１５に送信されてもよい。
【００４１】
　音声出力部１１６は、ＥＣＵ１１２からの指令に基づき、音声の出力を行う出力手段で
あり、例えば、車両１００の室内に設けられたスピーカー等であってよい。
【００４２】
　情報センタ２００は、車両１００から定期的に送信される走行履歴情報に基づき、車両
１００のユーザの生活エリアの設定、及び、車両１００の利用パターン情報の生成を行う
と共に、当該生活エリア及び利用パターン情報に基づき、車両１００に配信するおすすめ
情報の内容を決定（変更）する機能を有する。情報センタ２００は、管理部２１０、走行
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履歴蓄積部２２０、学習処理部２３０、学習結果格納部２４０、コンテンツ格納部２５０
、配信データ生成部２６０、ファイル配信サーバ２７０等を含んで構成される。
【００４３】
　管理部２１０は、情報センタ２００における各種処理を管理（統括して制御）する機能
を有し、例えば、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｉ／Ｏ等を含むコンピュータとして構成され
てよい。
【００４４】
　特に、管理部２１０は、後述する学習結果格納部２４０内の自宅位置情報２４１、生活
エリア情報２４２、利用パターン情報２４３に基づき、車両１００に配信するおすすめ情
報を決定（変更）すると共に、決定されたおすすめ情報を配信する処理を実行する。詳細
については、後述する。
【００４５】
　なお、管理部２１０における各種制御処理は、ＲＯＭに格納された各種プログラムをＣ
ＰＵ上で実行することにより行われてよい。
【００４６】
　走行履歴蓄積部２２０は、車両１００から情報センタ２００に所定のタイミングで送信
される走行履歴情報（車両１００の走行位置情報、ＡＣＣ－ＯＮ位置情報、ＡＣＣ－ＯＦ
Ｆ位置情報等）を蓄積する記憶手段である。
【００４７】
　学習処理部２３０は、走行履歴蓄積部２２０に蓄積された車両１００の走行履歴情報に
基づき、車両１００の利用状況に関する学習データを生成する処理を実行する。
【００４８】
　なお、学習処理部２３０は、所定の周期で（例えば、毎日午前２時になる度に）、学習
データを生成する処理を実行してよい。また、学習処理部２３０は、走行履歴蓄積部２２
０に車両１００の走行履歴情報が新たに記憶された後の所定のタイミングで、学習データ
を生成する処理を、実行してもよい。
【００４９】
　学習処理部２３０は、学習データの一例として、車両１００のユーザの自宅位置情報、
車両１００のユーザの生活エリア情報、及び、車両１００の利用シーン情報等を生成する
。
【００５０】
　学習処理部２３０による学習データの生成のために実行される処理は、一例として、（
１）トリップデータ生成処理、（２）正規化処理、（３）目的地（出発地）抽出処理、（
４）学習データ生成処理の４つの処理（工程）に分けることができる。
【００５１】
　（１）トリップデータ生成処理
　学習処理部２３０は、走行履歴蓄積部２２０に蓄積された走行履歴情報を加工し、各ト
リップと関連付けたデータ（トリップデータ）を生成する。例えば、学習処理部２３０は
、各トリップに対して、対応する走行位置情報、ＡＣＣ－ＯＮ位置情報、ＡＣＣ－ＯＦＦ
位置情報を紐づけて、トリップデータを生成する。また、トリップデータにおける走行位
置情報を走行経路に対応するリンク情報（例えば、リンク番号列等）に変換する。
【００５２】
　（２）正規化処理
　学習処理部２３０は、所定のルールに沿って、トリップデータを正規化する処理を実行
する。例えば、学習処理部２３０は、何等かの理由によりＡＣＣ－ＯＮ位置情報又はＡＣ
Ｃ－ＯＦＦ位置情報が欠落しているトリップデータ、短時間の車庫入れに相当するトリッ
プデータを学習データを生成するために利用するトリップデータから排除する。また、学
習処理部２３０は、短時間の立寄り（例えば、目的地への道程におけるコンビニでの買い
物等）に相当するＡＣＣ－ＯＦＦ位置情報及びＡＣＣ－ＯＮ位置情報に対応する前後の２
つのトリップデータを繋げて、１つのトリップデータとしてまとめる。
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【００５３】
　（３）目的地（出発地）抽出処理
　正規化された各トリップデータのＡＣＣ－ＯＦＦ位置（又は、ＡＣＣ－ＯＮ位置）、即
ち、車両１００の駐車位置から車両１００の目的地（車両１００が過去に向かった目的地
）を抽出する処理を実行する。
【００５４】
　なお、抽出される目的地は、裏を返せば、次回のトリップの出発地であるため、当該処
理により抽出される目的地は、出発地でもある。以下の説明では、便宜的に、目的地が抽
出される処理として説明する。
【００５５】
　例えば、ＡＣＣ－ＯＦＦ位置を含む所定範囲を目的地（エリア）として抽出してよい。
また、隣接するＡＣＣ－ＯＦＦ位置が複数存在する場合は、同一の目的地である可能性が
あるため、所定のルールに沿って、複数のＡＣＣ－ＯＦＦ位置を集約した目的地（エリア
）を設定してよい。
【００５６】
　（４）学習データ生成処理
　学習処理部２３０は、生成されたトリップデータ（正規化されたトリップデータ含む）
や抽出された目的地（出発地）等に基づき、学習データ（自宅位置情報、生活エリア情報
、利用パターン情報）を生成する。
【００５７】
　（４－１）自宅位置情報生成処理（自宅位置抽出処理）
　学習処理部２３０は、トリップデータに基づき、抽出された目的地（出発地）の中から
車両１００のユーザの自宅に相当する目的地を抽出（推定）し、自宅位置情報を生成する
。
【００５８】
　図３は、学習処理部２３０による自宅位置抽出処理の一例を示すフローチャートである
。
【００５９】
　図３を参照するに、ステップＳ１０１では、抽出された車両１００の目的地の中から車
両１００のユーザの滞在時間（合計）、即ち、車両１００の駐車時間の合計が長い目的地
を上位から複数（本例では、上位５位まで）抽出する。
【００６０】
　ステップＳ１０２では、抽出された車両１００の目的地の中から車両１００のユーザの
立寄り回数、即ち、到達した回数が多い目的地を上位から複数（本例では、上位５位まで
）抽出する。
【００６１】
　ステップＳ１０３では、車両１００のユーザの滞在時間が１位の目的地（最も滞在時間
が長い目的地）と立寄り回数が１位の目的地（最も立寄り回数が多い目的地）が同じ目的
地か否かを判定する。同じ目的地である場合、ステップＳ１０４に進み、同じ目的地でな
い場合、ステップＳ１０５に進む。
【００６２】
　ステップＳ１０４では、最も滞在時間が長い目的地（＝立寄り回数が最も多い目的地）
を自宅位置として抽出し、今回の処理を終了する。
【００６３】
　一方、ステップＳ１０５では、滞在時間及び立寄り回数のランキング上位（本例では、
上位５位まで）の各目的地に得点を付与し、得点評価により自宅を抽出する。具体的には
、合計得点が最も高い目的地を自宅位置として抽出し、今回の処理を終了する。
【００６４】
　例えば、学習処理部２３０は、滞在時間及び立寄り回数のランキング１位、２位、３位
、４位、及び、５位の目的地に対して、それぞれ、１０点、６点、４点、２点、及び、１
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点を付与し、合計点が最も高い目的地を自宅位置として抽出してよい。また、得点を付与
する際には、滞在時間のランキング上位の目的地に付与する得点と立寄り回数のランキン
グ上位に付与する得点を異ならせてよい。例えば、自宅には必ず１日に１回は立寄る可能
性が高いが、自宅への滞在時間は、仕事の形態等により、少ない可能性があるので、立寄
り回数のランキング上位へ付与される得点が高くなるように得点の付与を行ってよい。
【００６５】
　このようにして、学習処理部２３０は、抽出された目的地の中から自宅位置を抽出（推
定）し、自宅位置情報を生成することができる。学習処理部２３０は、生成した自宅位置
情報を学習結果格納部２４０に格納する（記憶させる）。
【００６６】
　（４－２）生活エリア情報生成処理（生活エリア抽出処理）
　学習処理部２３０は、生成された自宅位置情報、生成されたトリップデータ（正規化さ
れたトリップデータ含む）、抽出された目的地（出発地）等に基づき、車両１００のユー
ザの生活エリアを抽出し、生活エリア情報を生成する。より具体的には、車両１００のユ
ーザの自宅位置、車両１００が所定期間内（例えば、過去１か月以内）に所定回数（例え
ば、２回）以上向かった目的地（「高頻度目的地」と称する）、及び、高頻度目的地に到
達するために通過した走行経路（リンク列）に基づいて、生活エリアを抽出する。
【００６７】
　例えば、自宅から最も離れた高頻度目的地までの距離を生活半径とする円形エリアに対
して、走行経路を考慮（例えば、地形、発生頻度の高い渋滞等の要素により当該円形エリ
ア外の走行経路（迂回経路等）が存在する場合は、その部分を円形エリアに含める等）し
て、生活エリアを抽出してよい。また、自宅から最も離れた高頻度目的地までの距離を生
活半径とする円形エリアをベースに、走行経路が存在しないエリア等を所定のルールに沿
って除外したエリアを生活エリアとして抽出してよい。
【００６８】
　このように、学習処理部２３０は、前記車両が過去に向かった目的地（高頻度目的地）
に加えて、走行経路の要素も加えることにより、より車両１００のユーザの実態に沿った
生活エリアを抽出することができる。
【００６９】
　なお、生活エリアを抽出するために利用する自宅位置情報は、車両１００のユーザが操
作入力部１１４からの操作入力により設定した自宅位置に基づくものであってもよい。
【００７０】
　学習処理部２３０は、抽出した生活エリアに関する情報（生活エリア情報）を生成し、
学習結果格納部２４０に格納する（記憶させる）。
【００７１】
　（４－３）利用パターン情報生成処理（利用パターン分析処理）
　学習処理部２３０は、生成された自宅位置情報、生成されたトリップデータ（正規化さ
れたトリップデータ含む）、抽出された目的地（出発地）等に基づき、車両１００の利用
パターンを分析する。そして、学習処理部２３０は、利用パターンの分析結果に基づき、
利用パターン情報を生成する。
【００７２】
　具体的には、車両１００の駐車位置（抽出された目的地）への到達タイミング（目的地
に訪問するタイミングに相当）、該駐車位置における駐車時間（ユーザの滞在時間に相当
）、及び、該駐車位置への走行経路（リンク列）等に基づき、車両１００の利用の周期性
を評価する等、車両１００の利用パターンを分析する。
【００７３】
　例えば、車両１００が、平日（又は、所定の曜日を除く他の曜日）の同じ時間帯（例え
ば、午前７時～８時）に抽出された自宅位置から同じ目的地に向かっている場合、当該目
的地は、勤務先であり、当該時間帯で車両１００は通勤利用されることが推測される。ま
た、当該目的地が勤務先であるという推測を行う上で、毎回同じ走行経路で向かっている
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等、走行経路に関する情報を加味してもよい。また、推測された勤務地を出発地とする場
合、その後は、車両１００がプライベートで利用されることが分かる。また、通勤利用さ
れている以外の曜日（例えば、土曜日）に、車両１００が毎回同じ時間帯（午前１０時～
１１時）に抽出された自宅位置から同じ目的地に向かっている場合、当該目的地は、習い
事等、ユーザのプライベートな時間での周期的活動が行われる場所であると推測される。
ランダムに向かう目的地に立寄る場合は、基本的に、車両１００がプライベートで利用さ
れていると推測される。
【００７４】
　このように、車両１００の利用パターンを分析することで、曜日、時間帯を含む時間要
素、出発地、目的地、及び、走行経路を含む車両１００の利用状態に対応して、車両１０
０の利用シーンを推測することができる。本実施形態では、車両１００の利用シーンを、
「プライベート利用（基本的に、ユーザのプライベートな時間における車両１００の利用
シーン）」、「パブリック利用（通勤、通学、業務等、基本的に拘束された時間における
車両１００の利用シーン）」、「生活エリア外利用（旅行、帰省等）」の３つの利用シー
ンに層別する。そして、利用パターン分析処理では、学習処理部２３０が、曜日、時間帯
を含む時間要素、出発地、目的地、及び、走行経路を含む車両１００の利用状態の要素毎
、又は、各要素の組み合わせに対して、「プライベート利用」、又は、「パブリック利用
」を割り当てて作成したプロファイル情報を含む利用パターン情報を生成する。
【００７５】
　例えば、通勤時間帯に相当する平日の午前７時～８時の時間帯の時間要素や通勤の際に
毎回通過する走行経路等には、パブリック利用を割り当てる。また、抽出された自宅位置
が出発地で、勤務地（と推測される位置）を目的地とする組み合わせについても、パブリ
ック利用を割り当てる。また、休日に高い頻度で向かう目的地には、プライベート利用を
割り当てる。
【００７６】
　なお、「プライベート利用」、及び、「パブリック利用」の両利用シーンは、更に細か
く層別されてもよい。例えば、「プライベート利用」は、仕事帰り利用、休日利用等に層
別され、「パブリック利用」は、通勤利用、通学利用、業務利用等に層別されてよい。
【００７７】
　学習処理部２３０は、生成した利用パターン情報を学習結果格納部２４０に格納する（
記憶させる）。
【００７８】
　学習結果格納部２４０は、学習処理部２３０により生成された学習データ（自宅位置情
報２４１、生活エリア情報２４２、利用パターン情報２４３）を格納する。
【００７９】
　コンテンツ格納部２５０は、ＰＯＩ情報、広告情報、お得情報（限定商品・サービス情
報、バーゲン情報、無料・割引情報、各種キャンペーン情報等）、観光情報（観光スポッ
ト情報（例えば、走行中の地域の観光スポット、名所等）、ホテル・宿情報等）、レジャ
ー情報（レジャー施設情報、アミューズメント施設情報等）、ニュース等のコンテンツを
格納する記憶手段である。コンテンツ格納部２５０は、管理部２１０による制御の下、定
期的に、インターネットを経由して外部のコンテンツプロバイダ等から最新のコンテンツ
を取得し、各種情報の更新を実行する。
【００８０】
　配信データ生成部２６０は、管理部２１０の制御の下、情報センタ２００から各車両１
００に配信されるデータを生成する処理を実行する。例えば、配信データ生成部２６０は
、コンテンツ格納部２５０内の各種情報に基づき、ファイル配信サーバ２７０から配信さ
れるおすすめ情報を生成してよい。
【００８１】
　ファイル配信サーバ２７０は、管理部２１０の制御の下、車両１００への情報配信を行
う。例えば、ファイル配信サーバ２７０は、上述したおすすめ情報を車両１００に配信す
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る。
【００８２】
　次に、情報提供装置１０（管理部２１０）によるおすすめ情報の決定（変更）処理につ
いて説明する。
【００８３】
　管理部２１０は、学習結果格納部２４０に記憶された生活エリア情報２４２と利用パタ
ーン情報２４３に基づき、提供するおすすめ情報を決定（変更）する処理を実行する。
【００８４】
　まず、管理部２１０は、生活エリア情報に基づき、車両１００（車載機１１０）がユー
ザの生活エリアに存在するか否かを判断する。
【００８５】
　管理部２１０は、車両１００の現在位置に応じて、車両１００がユーザの生活エリア外
に存在すると判断した場合、車両１００の利用シーンとして、「生活エリア外利用」を割
り当てる。
【００８６】
　一方、管理部２１０は、車両１００の現在位置に応じて、車両１００がユーザの生活エ
リア内に存在すると判断した場合、車両１００の利用シーンを「パブリック利用」、「プ
ライベート利用」の何れかと判断する。
【００８７】
　なお、管理部２１０は、車両１００（車載機１１０）に対して、リクエスト信号を送信
し、リクエスト信号に応じて、車載機１１０（ＥＣＵ１１２）から送信された車両１００
の現在位置情報を受信することで、車両１００の現在位置を取得してよい。
【００８８】
　また、管理部２１０は、車両１００がユーザの生活エリア内に存在すると判断した場合
、更に、車両１００の利用状態（曜日、時間帯を含む時間要素、出発地、目的地、及び、
走行経路等）に応じて、車両１００の利用シーンとして「パブリック利用」、「プライベ
ート利用」のいずれかを割り当てる。
【００８９】
　上述した通り、学習結果格納部２４０内の利用パターン情報２４３には、曜日、時間帯
を含む時間要素、出発地、目的地、及び、走行経路を含む車両１００の利用状態の要素毎
、又は、各要素の組み合わせに対して、「プライベート利用」、又は、「パブリック利用
」を割り当てて作成したプロファイル情報が含まれる。そのため、管理部２１０は、車両
１００の現在の走行状態と利用パターン情報２４３に基づき、車両１００の利用シーンと
して「プライベート利用」、又は、「パブリック利用」を割り当てる。
【００９０】
　例えば、車両１００が平日の午前７時～８時の時間帯に抽出された自宅位置から勤務地
（と推測される）目的地に向かっている場合、「パブリック利用（通勤利用）」を割り当
ててよい。また、車両１００が休日の午後の時間帯に抽出された自宅位置を出発地とした
場合、「プライベート利用」を割り当ててよい。
【００９１】
　なお、管理部２１０は、車両１００（車載機１１０）に対して、リクエスト信号を送信
し、リクエスト信号に応じて、車載機１１０（ＥＣＵ１１２）から送信された車両１００
の走行状態を受信することで、車両１００の現在の走行状態を取得してよい。また、受信
した車両１００の走行状態に含まれる目的地は、ユーザが操作入力部１１４から操作入力
して決定した目的地であってよい。また、受信した車両１００の走行状態に含まれる目的
地は、車載機１１０（ＥＣＵ１１２）が出発地点や現在の走行経路等に基づき推定した目
的地であってもよい。
【００９２】
　続いて、管理部２１０は、割り当てられた利用シーンに応じて、配信するおすすめ情報
を決定（変更）する。
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【００９３】
　例えば、割り当てられた利用シーンが「パブリック利用（通勤利用）」の場合、配信さ
れるおすすめ情報には、広告情報が含まれないようにする。即ち、通勤時間のユーザにと
って、広告情報は不必要な情報と考えられるため、広告情報がディスプレイ１１５、音声
出力部１１６を介して提供されないことによりユーザに煩わしさや不快感を与えないよう
にすることができる。
【００９４】
　また、割り当てられた利用シーンが「プライベート利用」の場合、配信されるおすすめ
情報の中のお得情報の優先度を引き上げる。即ち、お得情報を優先して配信する。生活エ
リア内に存在する自由時間のユーザにとって、お得情報は最も有益な情報の一つだからで
ある。
【００９５】
　また、割り当てられた利用シーンが「生活エリア外利用」の場合、配信されるおすすめ
情報の中の観光情報やレジャー情報の優先度を引き上げる。即ち、観光情報やレジャー情
報を優先して配信する。日常と異なる体験をするために車両１００を利用している可能性
が高い生活エリア外に存在する車両１００のユーザにとって、観光情報やレジャー情報は
最も有益な情報の一つだからである。
【００９６】
　このように、本実施形態に係る情報提供装置１０は、生活エリア情報２４２、利用パタ
ーン情報２４３等を用いることで、車両１００の利用シーンに応じた情報提供を行うこと
ができる。
【００９７】
　以上、本発明を実施するための形態について詳述したが、本発明はかかる特定の実施形
態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内におい
て、種々の変形・変更が可能である。
【００９８】
　例えば、本実施形態に係る情報提供装置１０は、情報配信システム１の車両１００（車
載機１１０）と情報センタ２００に跨って実装されるが、車両１００（車載機１１０）に
搭載されてもよい。即ち、車両１００の走行履歴に基づいて、車両１００内で学習データ
を生成する構成を採用する場合（即ち、情報センタ２００からの情報配信を前提としない
場合）、車両１００（車載機１１０）に情報提供装置１０が搭載される。
【符号の説明】
【００９９】
　１　情報配信システム
　１０　情報提供装置
　１００　車両
　１１０　車載機
　１１１　ＧＰＳ受信機
　１１２　ＥＣＵ
　１１３　記憶部
　１１３ａ　地図情報格納部
　１１３ｂ　走行履歴格納部
　１１４　操作入力部
　１１５　ディスプレイ
　１１６　音声出力部
　１２０　ＡＣＣスイッチ
　２００　情報センタ
　２１０　管理部（情報提供部）
　２２０　走行履歴蓄積部
　２３０　学習処理部（生活エリア設定部、利用パターン分析部、自宅位置抽出部）
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　２４０　学習結果格納部
　２４１　自宅位置情報
　２４２　生活エリア情報
　２４３　利用パターン情報
　２５０　コンテンツ格納部
　２６０　配信データ生成部
　２７０　ファイル配信サーバ

【図１】 【図２】
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【図３】
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